
























私は 10 歳の時に父の仕事の都合で渡米し 5 年ほど米国で過ごしました。最初は言葉のハンディが
あるので、日本にいるときとは違う、おとなしいキャラクターで受けとめられてしまいましたが、上
手にピアノが弾けたりするとそれだけでヒーローになれる場面もありました。ふと周りをみると髪の
色、肌の色、家族のかたちなど本当にさまざまでした。自分の中にいる新たな自分に気づいたのは、
それは周囲にさまざまな人がいたからだと思っています。学校の授業では、3 学年も上のバスケット
ボールチームのスター選手が読解のクラスでは自分のクラスに来て一緒に勉強していました。恥ずか
しがる様子もなく、自分に合った場所で勉強するのさ！ということだけのようでしたが、私には驚き
でした。日本に帰国後は、どこにもフィットしない気持ちを持ちながらも、出会った人に 100％の共
通項を探すのをやめました。そうすると、頻繁に争っているグループの間で私が唯一の共通項になる
ことがよくあると気付きました。
自分の中の多様性は人生において、また仕事においてたくさんの可能性を引き出してくれると思い
ます。看護という概念にはもともと国境も人種も文化も越えたグローバルな看護という考え方が備
わっています。ある１つの箱に収まらないとか、自らのアイデンティティが揺らぐとか不安や心配を
感じるのではなく、ためらわず自分を試し自身のナラティブやアイデンティティを自分でつかむこと
が、実は、自身と異なるものを遠ざけるのではなく、人々を繋げるものとなる、そのようなことを考
えていきたいと思います。
自分自身の中にある多様性
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